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              第２学年＊組社会科学習指導案 
指導者 三國 裕一郎 

１ 単元 日本の諸地域～中国・四国地方～ 

 

２ 単元の目標 

(1) 中国・四国地方の過疎・過密地域のかかえる問題について，関心をもち，地域的特色を意欲的に追究し

ようとする。                                （関心・意欲・態度） 

(2) 中国・四国地方の地域的特色を，過疎・過密を基に自然環境や人々の生活，産業などと関連付けて多面的

・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。           （思考・判断・表現） 

 

３ 単元展開の構想  

(1) 単元について  

     第３章「日本の諸地域」で，日本を七つの地域に区分した中の中国・四国地方である。中国・四国地方で

は,｢人口や都市・村落」を中核として，他の事象と有機的に結びつけて追究する活動を通して，地域的特色

をとらえさせるとともに，日本の国土に対する認識を深めさせることをねらいとしている。 

(2) 学級の実態 

本学級は，日常の様子から明るく活気のある学級である。社会科の授業態度では，真剣に取り組むことが

できる。しかし，１学期の生徒の様子を見ると社会的な思考力・判断力・表現力の達成度は低く，地理的事

象について多面的・多角的に考察することを苦手としているため，地域的特色をとらえることができない生

徒が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 三つの工夫（導入の工夫，展開の工夫，終末の工夫）を生かした指導観 

   生徒が資料から読み取った情報を多面的・多角的に考察し，地域的特色をとらえるためには，生徒が主体

的に学習活動する場の工夫が必要であると考える。本単元の導入では，生徒が矛盾や疑問に感じる情報を提

示し，本時の学習内容への興味・関心を高めた上で単元を貫く課題を設定する。そして調べる活動では，一

単位時間ごとの学習課題を解決するために，社会的事象を多面的・多角的に考察できる統計資料等を活用し，

課題解決を行っていく。その際には，学習課題に対して資料から読み取ったことや考えたことを，思考を可

視化することができるマトリックスにまとめることで，より効果的に多面的・多角的に考察させたい。さら

に，その考えを深めるために友達と意見交流を図る。そうして，出来上がったマトリックスから地域的特色

をとらえさせることをねらいとしたい。 

４ 単元の学習活動と評価計画  （５時間扱い） 

時

間 

 

学習活動・内容 

評 価 の 観 点 （ 評 価 方 法 ） 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 

１ 

・中国・四国地方を概観する。 

・単元を貫く課題を設定し，予想を書く。 

・過疎・過密について関心をもち，課題１を導く。

・課題に対して予想したことをマトリックスに記入

する。 

中国・四国地方における過

疎・過密に関する課題を意欲

的に追究しようとしている。

  （観察・ワークシート）

 

 

 

２ 

 

・学習課題１の解決を図るために，資料から情報を

調査したり，得た情報から考えをまとめたりして

マトリックスに記入する。 

・学級全体で，マトリックスを共有する。 

 ・課題に対して多面的・多角的に読み取った

ことや考えたことをマトリックスにまとめ

ている。（マトリックス） 

・自分や友達の考えを踏まえて，課題を解決

している。（ワークシート） 



３ 

・過疎・過密に関する意外性について関心を

もち，課題２を導く。 

・課題に対して予想したことをマトリックス

に記入する。 

中国・四国地方における過

疎・過密の意外性から課題を

意欲的に追究しようとしてい

る。（観察・ワークシート） 

 

４ 

本 

時 

・課題２の解決を図るために，資料から情報

を調査したり，得た情報から考えをまとめ

たりしてマトリックスに記入する。 

・学級全体で，マトリックスを共有する。 

 ・課題に対して多面的・多角的に読み取

ったことや考えたことをマトリックス

にまとめている。（マトリックス） 

・自分や友達の考えを踏まえて，課題を

解決している。（ワークシート） 

５ 

・課題１と課題２のマトリックスから，島根

県と広島県の地域的特色をとらえるため単

元を貫く課題を再考する。 

 ・マトリックスから島根県と広島県の地

域的特色をとらえている。 

（ワークシート）

５ 本時の指導 
 (1) 目標  ○課題に対して多面的・多角的に読み取ったことや考えたことをマトリックスにまとめている。 

            (マトリックス） 

○自分や友達の考えを踏まえて，課題を解決することができる。            (ワークシート） 
(2) 準備・資料   ・ワークシート２種類（自己作成用と意見交流用）・広島県と島根県に関する統計資料 

 (3) 展開 

学 習 活 動・内 容 指導上の留意点（※三つの工夫）○学び合い 

１ 本時の課題をつかむ。  

・前時の内容を簡単に復習する。 

・本時は，前時の予想を立証するため，情報を処理し課題を解

決することを伝える。 

・前時のマトリックスを基に，考えをまとめていくことを伝え

る。 

・実際にワークシートを配布した上で電子黒板を使って説明す

る。 

・情報を処理するだけでなく，そこから分かったこと・気付い

たことも記入することを伝える。 

※資料から必要な情報のみを読み取れるように，資料の主題や

数値に着目するように声かけをする。 

 

 

 

 

 

○友達の意見を少しでも多く取り入れるため，自由に教室内を

動き回り，参考になった意見はワークシートに記入するよう

に指示する。 

・分野の項目に着目して，学習課題に対してどの分野が一番影

響しているのかを考えて順位づけを図り，その理由もワーク

シートに書くことを伝える。 

・順位を踏まえて，ワークシートに課題に対する答えを書くこ

とを伝える。 

 

 

 

 

 

 

・次回は，単元のまとめである単元を貫く課題を解決すること

を予告する。 

 なぜ幸福度ランキングで島根は 14 位

で，広島は 29 位なのか。 

 

２ 予想した分野(自然環境や産業など)につ

いて調べる。 

(1) ワークシートについて説明する。 

(2) 統計資料から読み取れることや分かっ

たことをマトリックスに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 意見の交流をする。 

 

 

４ 課題解決を図る。 

(1)  分野の順位づけを図る。 

(2)  課題に対する答えを記述する。 

島根県は，広島県よりも寒く雪が多

い。また過疎化が進んでおり，交通網も

発達していない。そのため，広島県より

も，工場や自動車等が原因とされる大気

汚染が少ない。そこに住む人にとって

は，島根県の方が広島県よりも環境がよ

いので幸福度が高かったのだと思う。 

 

５ 次時の活動を知る。 

(評)自分や友達の考えを踏まえて，２つ以上の視点から考

察し，課題を解決することができたか。 

（ワークシート）

(評)課題に対して読み取ったことや自分の考えをマトリッ

クスに多面的・多角的にまとめているか。      

                 （マトリックス）


